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Ｇ２０サミットＢＩＳ議論で見えてきた 

「仮想通貨の未来」 

講師 山崎
や ま さ き

秀夫
ひ で お

氏  

 
元野村総合研究所 シニア研究員 

日本ナレッジマネジメント学会 副理事長 

日時 平成３０年４月２７日（金）午前９時３０分～１２時３０分 
2018 年 1 月仮想通貨交換所のコインチェック・ハッキング事件の興奮が未だ冷めやらぬ中、3 月 19

－20 日、G20 サミット（財務省・中央銀行総裁会議）がアルゼンチンのブエノスアイレスで行われま
した。そこでは仮想通貨の規制議論が行われ、今後の仮想通貨市場の方向が定まったと言えます。ま
た各国で熱っぽい動きがある中、影響力の大きい国際決済銀行（BIS）が中央銀行自身による仮想通貨
（CBDC）の発行に関する具体的な見解（卸としての銀行間での利用 CBDC、一般小売り利用 CBDC な
ど）と今後の方向性を指し示し、大きな反響を呼んでいます。ブロックチェーン技術の限界、神話崩
壊も指摘されるなど従来からの仮想通貨及びブロックチェーン技術礼賛論とは大きく異なっていま
す。  

本講演では G20 サミットを踏まえて中央銀行及び金融機関による仮想通貨の方向性と併せ、仮想通
貨全体の未来を提示します。（CBDC は中央銀行発行デジタル仮想通貨）  

 

1. 中央銀行による仮想通貨発行計画と BIS の議論 
1）  中央銀行による仮想通貨発行計画とは何か  
2）  先進国の動き  

スウェーデン、デンマーク、オランダ、カナダ、シンガポール、中国、英国  
3）  新興国の動き、日本の動き  
4）  BIS の論点  

卸目的の CBDC（中央銀行発行デジタル通貨）  
小売り目的の CBDC、キャッスレス社会と CBDC 

5）  中央銀行発行 CBDC の未来  

2. BIS が指摘したブロックチェーン技術の限界 
1）  ビットコインなどのパブリック・ブロックチェーン技術  
2）  CBDC などのプライベート・ブロックチェーン技術  
3）  ブロックチェーン技術の何が魅力、何が未成熟？  

3. コインチェックなどへのハッキングの影響 
1）  BIS などでの規制の議論 
2）  各国の規制  

仮想通貨を抑える中国、韓国  
連邦証券法で規制する米国  

3）  国内規制議論への影響  

4）  国内都市銀行による仮想通貨発行計画への影響  

J コイン、MUFG コイン、QR コード利用  

4. G20 での議論 
1）  英国イングランド銀行の総裁兼 FSB の案  
2）  フランス、ドイツの共同提案  
3）  日本の提案  
4）  仮想通貨規制の行方  
5）  中央銀行による仮想通貨の発行の行方  

5. キャッシュレス社会で果たす仮想通貨の役割はあるか？ 
1）  キャッシュレス社会の各国の現状  
2）  遅れた日本  
3）  仮想通貨とブロックチェーンの役割  

6. スマートコントラクトは役に立つのか？ 
7. 仮想通貨全体の未来 

 
【講師紹介】 
山崎秀夫氏：1972 年東京大学経済学部卒、三井情報入社 IT エンジニアを 14 年務める。1986 年野村総合研究所
入社 シニア研究員として ICT ビジネス関係の調査・研究、コンサルティング実施。現在、日本ナレッジマネジメント
学会 副理事長。ペンネームは川北蒼。                               ※録音･ビデオ撮影はご遠慮下さい。 

 ■主催 金融財務研究会                     
      h t t p : / / w w w. k i n y u . c o . j p  

Facebook：http://www.facebook.com/keichoken  
Twitter：https://twitter.com/#!/keichoken  
Blog：http://keichoken.blogspot.com/  

 

http://www.kinyu.co.jp/


 平成３０年４月２７日（金） 
９：３０ ～１２：３０ 
 

茅 場 町 ･グリンヒルビル   

金融財務研究会本社 セミナールーム  
東京都中央区日本橋茅場町 1-10-8 
TEL 03-5651-2030 
地下鉄東西線・日比谷線  茅場町駅  
６番出口より徒歩１分     

（開場は開演の３０分前です。）    

１名につき３８ ,０００円  

（消費税、参考資料を含む）  

１社２名以上同時に参加お申込みいた  

だいた場合、お２人目から１名につき３３ ,０００円。追加申込みの場合
はその旨ご記入下さい。  
 
金融財務研究会   ホームページ http://www.kinyu.co.jp/ 
〒103-0025 東京都中央区日本橋茅場町 1-10-8 グリンヒルビル  

TEL 03-5651-2030  FAX 03-5695-8005  
 
ファックス又は郵便にて参加申込書をお送り下さい。上記ホームページの申込欄か
らもお申込いただけます。折り返し、受講証と請求書を郵送致します。参加費は下
記の普通預金口座に開催日前日までにお振込み下さい。（但し経理の都合等で間に
合わない場合は、ご連絡いただければお待ちいたします。）参加費の払戻しは致し
ませんので申し込まれた方がご都合の悪い時は代理の方がご出席下さい。又当日
ご参加になれなかった場合、当社および経営調査研究会主催の他のセミナーに無料
でご出席いただけます。 (但し新しいセミナーの参加費との差額が 2,000 円以上の
時は差額をお支払いいただきます。また、振替は 1 年以内にお願いいたします。 )  

ご記入いただきました個人情報は、当社および関係会社の受講者名簿の整備や今後開催される 

セミナーのご案内等に使用します。 

普通預金 口座名 (株)金融財務研究会 
 
三菱 UFJ 銀行 本   店  1642356 三井住友銀行  本店営業部  7397637 

三菱UFJ信託銀行 本   店  2818151 みずほ銀行  東京営業部  1427715 

三井住友信託銀行 本店営業部 2993982 りそな銀行  東京営業部  1693669 

      
  

切らずにこのままお送り下さい  
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参加申込書 

FAX 03-5695-8005 
 
 
平成３０年  月    日  

ご連絡・講師へのご質問等ご記入下さい   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

*ｾﾐﾅｰｺｰﾄﾞ 0790（Fin-300790）                     

会 社 名  

TEL 

FAX 

E-Mail 

所 在 地  
〒  

参加者ご氏名  部課名  

〃   〃   

〃   〃   

〃   〃   

書類送付先  

(同上の場合記入不要)    

ご担当者                   部課名  

TEL                    FAX                                    

お申込の翌日には「受講証・請求書」を発送しておりますが、お手元に届かない場合は、弊社までご連絡下さい。 

開 催 日 

会 場 

参 加 費 

申 込 先 

申込方法 

振込口座 

 


